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SIDS in HPV programme & CCAP 
CoCam 1, 10/10/2011 

初期評価プロファイル（SIAP） 
 

１，１，１－トリス（ヒドロキシメチル）エタン 

 
物質名 : 1,1,1-Tris(hydroxymethyl)ethane 

CAS No. : 77-85-0 

 
 

SIARの結論の要旨 

物理的及び化学的特性 

1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エタンは、標準温度で臭気のない白色粉末である。融点は204 ℃、沸点は

286.7 ℃である。蒸気圧は、実験値から推定され、1.82 ×10-5 Pa（25 ℃）である。測定オクタノール/水分

配係数（log Kow）は-0.95であり、測定水溶解度は300 g/L以上（20 ℃）である。 

 
ヒトの健康 

トキシコキネティクス、代謝、分配の特別な試験は確認されていない。（反復投与毒性試験及び生殖発生

毒性スクリーニング試験の複合試験において）1,000 mg/kg bw/日を与えられたラットに見られるわずかな肝

臓毒性は、1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エタンがある程度、消化管を介して吸収されることを示す。 

 
OECD TG 401に従って実施された急性経口試験において、死亡、または毒性の症状は、ラットにおいて

2,000 mg/kg bwで観察されなかった。従って、1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エタンの経口LD50値は、> 

2,000 mg/kg bwであると結論づけられた。急性皮膚毒性のデータは入手できなかった。構造的に同類の類似

物質2-エチル-2-ヒドロキシメチル-1,3-プロパンジオール（CAS 77-99-6、SIAM 1で評価された）のラットに

おける経皮毒性の限定されたデータは、1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エタンのLD50は、500 mg/kg bwを超

えるかもしれないことを示唆する。吸入毒性のデータは入手できなかった。構造的に同類の類似物質トリス

ヒドロキシメチルプロパンのラット、マウス、ウサギ、モルモットにおける吸入試験に限定された情報は、

1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エタンのLC50が、0.29 mg/L/4時間より高いことを示唆する。皮膚刺激性又は

感作性について、信頼できる試験は入手できなかった。トリスヒドロキシメチルプロパンの構造的に同類の

類似物質のウサギにおける皮膚刺激性に限定された情報は、刺激性はないと示唆する。 

 
1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エタンの反復投与毒性について、1つの信頼できる試験がある。この試験は、

雄マウスだけに限定された血液学及び臨床化学を除くOECD TG 422に従って実施された。その物質は、雄に

おいて42日間（交配14日前から開始）、雌において49日間（交配前14日と交配と妊娠期間と授乳3日まで）、0、

100、300、1,000 mg/kg bw/日をラット13 匹/性/用量に胃管強制で投与された。投与が関連した影響は、臨

床症状、摂餌、血液学（雄のみ検査）、器官重量、肝臓を含む主な器官から病理組織学的所見は観察されなか

った。臨床化学（雄のみ検査）において、肝機能への影響を反映したGOTおよびGPTの有意であるがわずか

な増加、及びグルコースのわずかな減少が、1,000 mg/kg bw/日で観察された。肝臓における病理組織学的変

化がないことに基づき、臨床化学におけるこれらの変化は、毒性学的に重要であると考えられなかった。有
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意であるがわずかな体重増加抑制が、1,000 mg/kg bw/日の妊娠している雌において観察された。しかし、こ

の変化は妊娠の最後の期間でだけ観察された。上記の所見に基づき、NOAELは雌雄共に1,000 mg/kg bw/日

であると考えられた。 

 
Salmonella typhimuriumとEscherichia coli （OECD TG 471及び472）の多様な系統でのAmes試験にお

いて、1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エタンは、代謝活性化の有無に関わらず、陰性であった。培養したチ

ャイニーズハムスターの肺（CHL/IU）細胞（OECD TG 473）を用いたin vitro染色体異常試験では、1,1,1-

トリス(ヒドロキシメチル)エタンは、代謝活性化の有無に関わらず、陰性であった。これらの結果に基づき、

1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エタンは、in vitroで遺伝毒性はないとみなされる。 

 
1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エタンの発がん性のデータは、入手できなかった。 

 
1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エタンでの生殖毒性は、ラットにおいて上述した反復投与毒性試験及び生

殖発生毒性スクリーニング試験の複合試験（OECD TG 422）に従って、調べられている。生殖パラメーター

（交配、受胎、妊娠、出産率など）と生殖器官（重量又は病理組織学的変化）の有害影響は、観察されなか

った、従って、生殖毒性の経口NOAELは、最大試験用量1,000 mg/kg bw/日であった。発達影響において、

生存児数、出生後4日の生存率、生後0、及び4日の体重、外見異常の数において、投与に関連した変化はみら

れなかった。発達毒性のNOAELは、1,000 mg/kg bw/日（最高用量）であると考えられた。 

 
1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エタンは、ヒトの健康に低い有害性プロフィールをもつ。共同化学品アセ

スメントプログラムの目的のために、ヒト健康の有害性を特徴付けるのに適切なスクリーニングレベルの 

データが利用可能である。 

 
環境 

大気において、1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エタンは、ヒドロキシラジカルによって分解されると予期

される。計算された半減期0.85日は、大気におけるヒドロキシラジカルとの反応によって間接的光酸化のた

めのAOPWIN（version 1.92a）によって得られた。 

 
1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エタンは、加水分解性の官能基の欠如によって加水分解されない。OECD 

TG 111による加水分解試験は、5日後、50℃において、pH 4、7、9の水中での1,1,1-トリス(ヒドロキシメチ

ル)エタンの加水分解は示されなかった。 

 
OECD TG 301C試験は、4週間、活性汚泥とともに1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エタンで実施された。

試験物質の濃度は、100 mg/Lであり、活性汚泥の濃度は、懸濁固形物質として30 mg/Lであった。試験結果

は、BODによって3-6 ％の分解を示した。その結果により、1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エタンは易生分

解性ではないと考えられる。 

 
1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エタンで生物濃縮についての情報は、入手できなかった。オクタノール/

水分配係数（log Kow）-0.95を用いて、生物濃縮係数3.2は、BCFBAF（version 3.0）を使って計算された。

この化学物質は、生物蓄積しないと予期される。 
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フガシティーモデル（レベルⅢ）予測は、等しく連続的に大気、土壌、水に放出された場合、1,1,1-トリス

(ヒドロキシメチル)エタンは、主に土壌コンパートメント（61.0 %）と水コンパートメント（38.7 %）に分配

されることを示した。ヘンリー定数1.13×10-3 Pa.m3/moleは、1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エタンが、水

から揮発しないことを示唆する。土壌吸着係数log Koc -0.4は、1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エタンが、土

壌や底質に低吸着性を有することを示す。 

 
水生種について、以下の急性及び長期毒性試験結果が決定されている； 

魚類 [Oryzias latipes, OECD TG 203]:96 時間 LC50 > 100 mg/L (設定)  

魚類 [Oryzias latipes, OECD TG 204]:14 日 LC50 > 99.8 mg/L (設定)  

:14 日 NOEC > 99.8 mg/L (設定)  

ミジンコ [Daphnia magna, OECD TG 202] :48 時間 EC50 > 1000 mg/L (設定)  

藻類 [Pseudokirchneriella subcapitata, OECD TG 201] 

:72 時間 ErC50 > 1000 mg/L (設定, 生長速度)  

:72 時間 EbC50 > 1000 mg/L (設定, 生長曲線下面積) 

 
水生種について、以下の慢性毒性試験結果が決定されている； 

ミジンコ [Daphnia magna, OECD TG 211]:21 日 NOEC > 88.5 mg/L (測定)  

藻類 [Pseudokirchneriella subcapitata OECD TG 201]  

:72 時間 NOErC and 72 時間 NOEbC > 1000 mg/L (設定) 

 
1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エタンは、低い有害性プロフィールによる環境への有害性はない。この化学

物質は易生分解性ではないとみなされるが、低生物蓄積性の可能性がある。共同化学品アセスメントプログ

ラムの目的のために環境有害性を特徴付けるのに適切なスクリーニングレベルのデータが利用可能である。 

 
ばく露 

現在、1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エタンの製造は、日本（提供国）において報告されておらず、日本

における輸入量は100-1,000 トン/年の間である。米国における1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エタンの製造、

及び/又は輸入量は、米国インベントリー更新報告によると、2006年、100万-1,000万ポンド

（454,000-4,540,000トン）の間であった。世界の製造量は入手できなかった。 

 
1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エタンは、基本構成成分として、石灰、または水酸化ナトリウムの存在下、

過剰なホルムアルデヒドと中間体2,2‐ビス（ヒドロキシメチル）プロピオンアルデヒドの反応後、ホルムア

ルデヒドとプロピオンアルデヒドのアルドール縮合によって製造される。1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エ

タンは、調整剤、ニスの製造、アルキド及びポリエステル樹脂、合成乾性油として使用される。この物質は、

二酸化チタン色素のコーティング剤としても使用される。米国インベントリー更新報告によると、1,1,1-トリ

ス(ヒドロキシメチル)エタンは塗料やコーティング材といった消費者製品に含まれる。 

 
職業吸入ばく露の概要は、このばく露経路がこの化学物質の非常に低い蒸気圧を考慮して、低懸念性であ

ることを示す。 
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1,1,1-トリス(ヒドロキシメチル)エタンは、塗料やコーティング材といった消費者製品に含まれるかもしれ

ないので、消費者ばく露が予期される。しかしながら、消費者ばく露について、詳細な情報は得られない。 
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